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秒f言駆T)失神を来した.心房机動LJ7')I:1伝導に左-･､たも

のと考えられ 直流除細動を行い洞調練となった.その

後の心エコ-によりも贋中隔欠損症が確認されたため,

寒症例は心臓カテ-テル検査の予定とした.

第 2 回 新 潟 消 化 器 病 遺 伝 子 ・

免疫研究会

日 時 平成7年12月1口 (金)

午後6時～午後8時30分

会 場 新潟グランドホテル

1. - 般 演 題

1)大腸癌患者で増加する CD57+ T細胞
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【目的】我々は Cl)56+T細胞が担癌患者(:'1.末梢1flt･-い

津BMC)で増加 していること,および肝膜をこ多く存在

していることから耶二臓由来の胸腺外分化rI､細胞である可

能性があることを示した.今回我々は.Cl)57十'1'細胞

と担癌患者との関係およびその由来臓器につき検討した.

【対象と方法】大腸癌患者48人および対照群18人 (正常

人4人,良性疾患私書14付 (.T)末梢血よ･T)単核球 LPBMC)

を,太腺癌主病巣の一部から Tm (n-22)を抽出し,

CD57+T細胞の比率を検索 した.CD57+T細胞の由来

謄器を検索するため,肝 い1-1O)を大腸癌肝転移患者

の肝非癒部より, リソバ節 (n-2)および膨 (n-且)
を胃癌患者より. 骨髄 (n-101を白血病患者より,

胸腺 (ll-5)を心血管疾患の患者より採取し,各免疫

臓器における CD57+T細胞の比率を検索 した.CD57+

T細胞は,CD3･CD57のモ ノりローナ′し抗体を拝巨､,

FACScanで解析した.【結果】大腸癌患者 (2O.O±13.()

T細胞は有意に Lpく0.01)増加してい'lL.'1､11_におい
て.CI)57+T細胞 (13.8±6.80.)は,Ct)56+T細胞

(6.8±6.0_06)に比 し有意に (p<0.()11多く認められ

また NK細胞は,PBLt')約 卜10であった.各臓器に

おけるT細胞ヰ-.Clj57陽性細胞は､23.9±12.7%と骨
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髄iこヰ)一一,〔【二も多く認めil一木た.病別 tDUIくES分校に

よる)L')進'(i--上土もに r)BL i/7うCl)57+T細胞は.堰

加する傾向が心 ､一打 対照群上r)群で有為差 (p<0.011

が認めt､)かiL.【まと人へ】1.大腸癌患者の PBL (.こお

いて,NK細胞はわずかにしか存在せず,Cl)56+′1'細

胞に比 LCI)57+T細胞が多く認めと▲-'わた.3.免疫臓

器車,骨髄において CD57+T細胞がもっとも多く認め

上L:-わた.Ll.病糊の進行上ともに CD57+T細胞(1JT)増加

が認肘､-わた.【結語】大腸癌患者の PBLにおいて (I)57+

T細胞の増加が認められ,その由来は骨髄である可能性

が示唆された.

2)マウス肝臓における胸腺外骨化T細胞の胸

腺細胞に対する細胞傷害活性についての検

討
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【口的】我々は,-~!.L77用干慣洞で胸腺外分化する'r細

胞をこついて報告してきた これらのT細胞は TCR(CD3)

を弱く発現し (inte1-mediateCD3細胞1,ll:2Rβを

常時発現しており,また.NKl.1+.NKl.1~細胞の両

者を含む!こい･-7特徴を持つ,これに対し,胸腺由来cTIT

細胞は TCR (CD3)を強 く発現し(highCr)3細胞1,

通常 IL-2R β,NK1.1の発現はない.今回.肝胸腺

外分化′Ⅰ､細胞の胸腺細胞に対する細胞傷害活性について

検討 したC')で報告する.【方法】7,)ての肝煉,肺臓よ

り単核球を採取,effecterとし胸腺細胞を targetとし

て 51Cr遊離試験にて細胞傷害活性を測定 した.さ吊こ.

Cellsorterにて肝単核球各分画を分離,同細胞傷害活

性を測定 した.また,RTIPCR法iこて Fas及び Fas

ligafldlllRNA の発現を検討した.【結果 ･考察】肝単

核球は胸腺細胞に対する細胞傷害活性を認めたが,lpr

てり一く胸腺細胞に対しては認めなかった.牌単核球,gld

てウス肝単核球は細胞傷害活性を示さなかった.自己胸

腺細胞に対する細胞勝害活性は int.ned.CI)3細胞

一特に NKl.1+細胞-i-')んに認めL--れ Nlく細胞,high

Cr)3細胞Cこは認められなかった.また.胸腺 ･肝単核

球での Fas.8-F単核球での FasligalldmRNA の発現

を認めた.以上の結果は,同細胞傷害活性-の Fas-Fas

ligandLf)関与.肝胸腺外分化T細胞L')自己傷害性を示


